
令和２年度

徳島県教育委員会

中学校数学科授業づくり研修会
～全国学力・学習状況調査の問題について～
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中央教育審議会答申においては，予測困難な社会の変化に主体的に関わり，感性を
豊かに働かせながら，どのような未来を創っていくのか，どのように社会や人生をよ
りよいものにしていくのかという目的を自ら考え，自らの可能性を発揮し，よりよい
社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるようにすることが，重要である
こと，こうした力は全く新しい力ということではなく学校教育が長年その育成を目指
してきた「生きる力」であることを改めて捉え直し，学校教育がしっかりとその強み
を発揮できるようにしていくことが必要とされた。また，汎用的な能力の育成を重視
する世界的な潮流を踏まえつつ，知識及び技能と思考力，判断力，表現力等をバラン
スよく育成してきた我が国の学校教育の蓄積を生かしていくことが重要とされた。こ
のため「生きる力」をより具体化し，教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力
を，ア「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」，
イ「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考
力・判断力・表現力等」の育成）」，ウ「どのように社会・世界と関わり，よりよい
人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の
涵養）」の三つの柱に整理するとともに，各教科等の目標や内容についても，この三
つの柱に基づく再整理を図るよう提言がなされた。
今回の改訂では，知･徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育むために「何の

ために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，授業の創意工夫や教科
書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため，全ての教科等の目
標及び内容を「知識及び技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力、
人間性等」の三つの柱で再整理した。

新学習指導要領
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新学習指導要領（平成29年告示）では，教科等の目標や内容について，生
きて働く「知識及び技能」，未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、
表現力等」，学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性
等」という三つの柱に基づいて再整理されており，これらの資質・能力の三
つの柱は相互に関係し合いながら育成されるものという考え方に立っている。
平成31（令和元）年度以降の調査問題については，こうした新学習指導要

領の考え方への各教育委員会や各学校の理解を促すため，従来の「主として
『知識』に関する問題（A問題）」と，「主として『活用』に関する問題（B
問題）」に区分するといった整理を見直して，知識・活用を一体的に問う調
査問題を構成することになっている。
なお，新学習指導要領解説数学編において，資質・能力を育成していくた

めには，学習過程の果たす役割が極めて重要であり，数学科においては，数
学的に問題を発見・解決する過程を学習過程に反映させることが重要である
と述べられていることから，生徒が目的意識をもって数学的に問題発見・解
決する過程を遂行することに配慮し，問題が作成されている。

「全国学力・学習状況調査」で、どんな問題が出題されているか？

「全国学力・学習状況調査」は，生徒の学力や学習状況の把握にとどま
らず，その結果を基に授業を改善し，生徒への指導を充実させることを
目的としています。
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◎全国学力・学習状況調査を活用するための参考資料等
■全国学力・学習状況調査解説資料 ■全国学力学習状況調査報告書
■授業アイデア例
■全国学力・学習状況調査の欠課を活用した実践研究の成果報告書
■全国学力・学習状況調査の結果を用いた追加分析
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そのような取組を通じて，教育に
関する継続的な検証改善サイクル
を確立する。

学校における児童生徒への教育指
導の充実や学習状況の改善等に役
立てる。

課題の把握と改善

個々の生徒への
指導の充実

ＰＤＣＡサイクルの
確立

義務教育の機会均等とその水準の
維持向上の観点から，全国的な児
童生徒の学力や学習状況を把握・
分析し，教育施策の成果と課題を
検証し，その改善を図る。

調査の目的や意義について、正しく理解しましょう
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授業での活用型 職員の研修型

・授業のねらいに合う問題
を抽出し，学習課題とし
て扱う。
・問題の対象となる学年，
単元を確認し，授業の中
の練習問題として扱い，
必要に応じて解説する。

調査の実施

採 点

分析・研修

フィードバック

完全実施型

・問題を解き、求められてい
る学力について理解する。
・授業改善の方向性につい
て話し合い，具体的な取組
を決める。
・取組を実践し，求められて
いる学力をつけられるよう
授業改善につなげる。
・授業改善の進捗状況につ
いて，学校全体で定期的
にチェックし，PDCAサイク
ルを回す。
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〇調査の実施

①正答率の低い問題について分析し，課題を

洗い出す。

②調査対象学年の課題を学校全体で共有し，

学年・学級の授業改善に取り組む。

③調査結果を生かし，個に応じたきめ細かい

指導を行う。

★生徒の学習状況を客観的に把握し，課題を
明確にすることができる。

★生徒の課題に即した個別の支援や授業改善
ができる。 7

〇授業で調査問題を活用

①調査問題を扱う学年や学習内容を確認し，

授業の学習課題にしたり，単元のまとめ

で解いたりして活用する。

②授業をする際には，「解説資料」を参考

にする。

★全国学力・学習状況調査の問題を実際の
授業展開に生かすことができる。

★授業の進度を遅らせず，調査問題を取り
扱うことができる。
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〇校内研修で活用

① 教員が問題を解く

② ①を踏まえ，授業改善の方向性について

話し合い，具体的な取組事項を決定する。

③ 取組事項を，学力向上実行プランに反映

させる。

④ 学力向上実行プランにそって，定期的に

検証・改善を行う。

★求められている学力について教員が理解
し，授業改善につなげることができる。

★調査問題を踏まえた授業改善を，学校全
体で行うことができる。

職員の研修型

・問題を解き、求め
られている学力に
ついて理解する。

・授業改善の方向性
について話し合い，
具体的な取組を決
める。

・取組を実践し，求
められている学力
をつけられるよう
授業改善につなげ
る。

・授業改善の進捗状
況について，学校
全体で定期的に
チェックし，PDCA
サイクルを回す。
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①教師が調査問題を解き，求められている学力について分析する。

求められている学力が何なのかを正しく理解する
ことが，授業改善のスタートである。

「全国学力・学習状況調査」を授業改善に生かすためには？

②調査結果から生徒の実態を把握し，学校全体で課題を共有し、
どのような授業改善が必要か考える。

調査結果を分析することにより，全校で生徒の実
態を把握するとともに，「現在や未来にわたって
求められる学力」を共有することができる。
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数と式

平成２８年度
・方程式の解の意味を，具体的な値を代入して得られた結果に着目し
て捉える活動の重視

・数学的に処理された結果に基づいて，問題解決の方法を数学的に説
明する活動の充実

指導改善のポイント

平成２９年度
・数量の関係や法則などを文字式で表すことやその文字から関係を読
み取る活動の重視

・事象と式の対応を捉え，事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実

平成３０年度
・数量やその変化を正の数と負の数を用いて表現する活動や数量の大
小関係を的確に捉えて表現する活動の重視

・構想を立て，根拠を明確にして事柄が成り立つ理由を説明する活動
の充実

令和元年度
・四則計算の可能性についての理解のために，四則計算の結果の特徴
を的確に捉える活動の重視

・目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄
が成り立つ理由を説明する活動の充実 11

図形

平成２８年度
・証明の必要性と意味を，証明された命題に着目して捉える活動の重視
・筋道を立てて証明したり，見いだしたことを数学的な表現を用いて説
明したりする活動の充実

指導改善のポイント

平成２９年度
・図形の考察を通して，辺や角についての位置関係を捉える活動の重視
・見いだした事柄や事実について数学的に表現すべき部分を明確にして
説明する活動の充実

平成３０年度
・証明の必要性と意味を，帰納と演繹の違いに着目して捉える活動の重
視

・付加した条件の下で，見いだした事柄を数学的に表現する活動の充実

令和元年度
・成り立つと予想した事柄について，常に成り立つとは限らないことを
反例をあげて示す活動の重視

・結論が成り立つための前提を考え，新たな事柄を見いだし，説明する
活動の充実
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関数
平成２８年度
・２つの数量の関係を表･式･グラフを用いて捉え，関数関係を見いだし
表現する活動の重視

・事象の数学的な解釈に基づいて，問題解決の方法を数学的に説明する
活動の充実

指導改善のポイント

平成２９年度
・２つの数量の関係に関数関係を見いだし，変化や対応の様子を表現す
る活動の重視

・事象の数学的な解釈に基づいて，問題解決の方法を数学的に説明する
活動の充実

平成３０年度
・関数の意味を理解し，関数関係を見いだしたり，関数を判断したりす
る活動の重視

・事象の数学的な解釈に基づいて，問題解決の方法を数学的に説明する
活動の充実

令和元年度
・反比例の表から特徴を見いだし，ｘとｙの関係を数学的に表現する活
動の重視

・事象の数学的な解釈に基づいて，問題解決の方法を数学的に説明する
活動の充実 13

資料の活用

平成２８年度
・資料の傾向を読み取るために，資料を整理した表などから代表値を求
める活動の重視

・資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明す
る活動の充実

指導改善のポイント

平成２９年度
・代表値の必要性や意味を理解するために，資料を整理した表などから
代表値を求める活動の重視

・資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明す
る活動の充実

平成３０年度
・観察や操作，実験を通して，確率について考察する活動の重視
・文脈に沿って不確定な事象の起こりやすさを判断し，その理由を説明
する活動の充実

令和元年度
・代表値の必要性や意味を理解するために，データを整理した表などか
ら代表値を求める活動の重視

・データの分布の傾向を読み取り，判断することを通して，統計的に問
題解決する活動の充実 14

令和２年度全国学力・学習状況調査 出題内容
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H30
A1(3)

絶対値の意味を理解しているかどうかをみる。

絶対値の意味を理解して
いるかどうかをみる。
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17 18

H22
A2(4)

数量の関係や法則を文字式で表現
することができるかどうかをみる。

２けたの自然数を文字を用いた式
に表すことができるかどうかみる。

19 20
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H28
A4(1)

垂線の作図の方法について理解
しているかどうかをみる。

22

垂線の作図の方法に
ついて理解している
かどうかをみる。

23 24



H28授業アイデア
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H25
A11(2)

一次関数の表の特徴
を基に変化の割合を
求めることができる
かどうかをみる。

一次関数においてｘの
増加量に対するｙの増
加量の割合である変化
の割合を求めることが
できるかどうかをみる。
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H23
A13(2)

中央値の意味を理解し
ているかどうかをみる。

中央値の意味を理解し
ているかどうかをみる。

29 30

H20
B3(1)

事象における数量の関係
を見いだし、それを的確
に捉えることができるか
どうかをみる。

事象を数学的に解釈し、問
題解決の方法を数学的に説
明することができるかどう
かをみる。

H30
B3(3) シート３５へ

31

事象における数量の関係を
見いだし、次のことができ
るかどうかをみる。
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33 34

6（2）類似問題

事象を数学的に解釈し、
問題解決の方法を数学的
に説明することができる
かどうかをみる。

35

事象を数学的に
解釈し，問題解
決の方法を数学
的に説明するこ
とができるかど
うかをみる。

列車アが通ってから
列車エが通るまでの時間

８分
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37 38

H27
A6(1)

H29
A6(1) 授業例

２直線に１つの直線が交
わるとき，錯覚が等しけれ
ば，２直線は平行になるこ
とを理解しているかどうか
をみる。

付加された条件の下で，新
たな事柄を見いだし，説明
することができるかどうかを
みる。

39

同
位
角
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
か
を
み
る

錯
角
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
か
を
み
る
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H30授業アイデア
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H29
A14(1)

範囲の意味を理解して
いるかどうかをみる。

目的に応じてヒストグ
ラムから分布の特徴を
読み取ることができる
かどうかをみる。

データの特徴を的確
に捉え，判断の理由
を数学的な表現を用
いて説明することが
できるかどうかをみ
る。
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範囲の意味を理解して
いるかどうかをみる。

43

H23授業アイデア

44



連立方程式を解く過程を振り返り，事象に即して解釈し，事
柄の特徴を数学的に説明することができるかどうかをみる。
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見通しをもたせる

問題を

解決させる

ふり返らせる

深めさせる

・問題をよく読んで理解させる。
・問題についてわからないことがあれば，質問させる。

・どのように考えれば解決できるかという見通しをもたせる。
・これまでに学んだことや考えた経験をもとにして，見通しをもたせ
る。

・問題の解決をふり返らせ，学んだことを整理させる。
・新しく学んだことや，大切だと思ったこと，さらに考え
てみたいことなどを，自分のことばでまとめさせる。

・新しく学んだことと，これまでに学んだことに，
どのような関係があるのかを考えさせる。
・学んだことが身のまわりの場面に使えないか考
えさせる。

【自分で考えてみる】
・まず自分なりの考えをもたせ，式や図などを用いて表現
させる。

・考えを発表するときは，他の人にわかりやすく伝えられ
るよう，そう考えた理由や例をあげて，説明させる。

【友達の考えを知る】
・自分の考えと比べさせることで，新しいことに気づかせ
たり，自分の考えを見なおさせたり，深めさせたりする。

・聞くだけでなく，疑問やつけたしがあれば，積極的に発
言させる。

考える
力や表
現する
力が伸
びる。

新しい問題を見
つけ、さらに考
えを深めること

につながる。

問題をつかませる
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身のまわりの場面に使えないか

・身のまわりの場面から，解決したい問題を発見。

・自分から問題を見つける力を育成。

「自分から問題を発見したり，解いた問
題をさらに発展させたりする力」を育成

場面の状況を整理し，問題を設定する。

・問題を解決するために，身のまわりの状況を整理し，問題をつくる。

見通しをもって，問題を解決する。

・STEP1でつくった問題を，これまでに学んだ数学を使って解決する。

問題をひろげたり，深めたりする。

・STEP1でつくった問題の条件を変えたり，

発展的に考えたりして，新たな問題を考

える。

活用場面

STEP1

STEP2

STEP3
このSTEPをくり返
すことで，主体的
に問題を発見し，
解決する力が身に
つきます。
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主体的・対話的で深い学びの主語は『子供』

学習する子供の視点に立ち，教育課程全体や各教科等の学び
を通じて「何ができるようになるのか」という観点から，育成
を目指す資質・能力を整理する必要がある。その上で，整理さ
れた資質・能力を育成するために「何を学ぶか」という，必要
な指導内容等を検討し，その内容を「どのように学ぶか」とい
う，子供たちの具体的な学びの姿を考えながら構成していく必
要がある。生徒が「どのように学ぶか」の姿として示されたの
が「主体的・対話的で深い学び」である。

一方，指導する教師の立場からすると，子供の「主体的・対
話的で深い学び」の実現のための授業改善の視点とするために
は，授業をどのように変えていけばよいかが明示されていた方
が理解しやすいのではないかと思われる。実際，多様な授業の
指針が作成されているが，そのほとんどが主語を教師＝授業者
としたものであり，主体的・対話的で深い学びを実現する授業
改善の視点を説明したものになっている。

49

学習者の視点と授業者の視点の往還

授業者の授業改善に向けた努力は，それ自体を目的とし
た場合には，子供の思考や関心から遊離した授業になる可
能性がある。指導案の完成度は高いのに子供の学びが不十
分であったりずれた方向に向かったりしている授業がある。
逆に事後協議会で子供の学びに焦点を当てた議論をしてい
て，その授業でどのような力を身につけさせようとしてい
たかの意識が教師間で共有できていないことがある。

授業者の視点と学習者の視点は，どちらか片方が重要と
いうのでなく，双方を往還することが必要である。すなわ
ち，授業者による授業の改善の視点と学習者における学び
の改善の視点が往還することが主体的・対話的で深い学び
の実現につながる。
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主体的・対話的で深い学びは単元などを通して実現

主体的・対話的で深い学びは，必ずしも１単位時間の授
業の中で全てが実現されるものではない。単元や題材など
内容や時間のまとまりを見通して，例えば，主体的に学習
に取り組めるよう学習の見通しを立てたり，学習したこと
を振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面を
どこに設定するか，対話によって自分の考えなどを広げた
り深めたりする場面をどこに設定するか，学びの深まりを
つくりだすために，生徒が考える場面と教師が教える場面
をどのように組み立てるか，といった観点で授業改善を進
めることが重要となる。つまり，主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など
内容や時間のまとまりをどのように構成するかというデザ
インを考えることに他ならない。主体的・対話的で深い学
びの実現は，バランスある資質・能力の実現につながり，
さらには生きる力を育むものとなる。
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主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の学習者視点と授業者視点

授業改善の視点を主体的・対話的で深い学びの枠組みで再構築すると，主体的・対話
的で深い学びを実現するために教師が何を取り組めばよいのかが明示的に示される。
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